
  

 

 

 

IASB Update 
2020年 7月 
 

IASB Update は、国際会計基準審議会（審議会）の予備的決定を示してい
る。IFRS®基準、修正及び IFRIC®解釈指針に関する審議会の最終的な決定
は、IFRS 財団及び IFRS 解釈指針委員会「デュー・プロセス・ハンドブッ
ク」に示されているとおり正式に書面投票が行われる。 

審議会は 2020 年 7 月 22 日から 23 日にリモートアクセスで会議を行っ
た。 

 トピックは、議論した順に、以下のとおりであった。 

• IBOR改革と財務報告への影響 ― フェーズ 2 

• 開示に関する取組み ― 会計方針  

• IFRSタクソノミ（口頭でのアップデート） 

• 維持管理及び一貫した適用  

• 採掘活動  

• 経営者による説明  

関連情報 
今後の IASB 会議 ：  
2020 年 9 月 21－25 日 
2020 年 10 月 26－30 日 
2020 年 11 月 16－20 日 
 
IASB Update ニュース 
レターのアーカイブ  
 

過去の IASB Update は 
こちら 
 
要約のポッドキャスト  
 

過去の IASB ボード会議
の要約のオーディオ（ポ
ッドキャスト）はこち
ら 
 
プロジェクト作業計画 
 

プロジェクト作業計画は 
こちら  

 

IBOR改革と財務報告への影響 ― フェーズ２（アジェンダ・ペーパー14） 

審議会は 2020年 7月 22日に会合し、2020年 6月の会議で開始した公開草案「金利指標改革 ― フェ
ーズ 2」（公開草案）に対するフィードバックについての議論を継続した。公開草案は、金利指標の改
革の期間中の財務報告に影響を与える論点に関して、IFRS 第 9 号「金融商品」、IAS 第 39 号「金融商
品：認識及び測定」、IFRS 第 7 号「金融商品：開示」、IFRS 第 4 号「保険契約」及び IFRS 第 16 号
「リース」の修正を提案していた。 

この会議のアジェンダ・ペーパーは、適格なヘッジ関係及び項目グループの会計処理についての提案
に関連した公開草案の質問 3 に関してのフィードバックを分析及び提言とともに示している。審議会
は、デュー・プロセスの手順についても、IFRS 第 9 号、IAS 第 39 号、IFRS 第 7 号、IFRS 第 4 号及び
IFRS第 16 号の修正についての書面投票の許可を含めて、議論した。 

フィードバックの分析 ― 適格なヘッジの会計処理（アジェンダ・ペーパー14A） 

 審議会は次のことを暫定的に決定した。 

a. 公開草案の第 102S 項で提案したように、遡及的な有効性評価を行う目的上、企業が公正価値変
動の累計額をゼロに戻すことを要求するのではなく、認めるものとする。 

b. 適格なヘッジ関係の会計処理に関しての公開草案における残りの提案を確認する。 

 12 名の審議会メンバー全員がこの決定に賛成した。 

デュー・プロセスの手順及び書面投票の許可（アジェンダ・ペーパー14B） 

http://www.ifrs.org/news-and-events/updates/iasb-updates/
https://www.ifrs.org/news-and-events/podcasts/
https://www.ifrs.org/news-and-events/podcasts/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/


 審議会は、IFRS第 9 号、IAS第 39 号、IFRS第 7 号、IFRS 第 4 号及び IFRS 第 16 号の修正は再公開
すべきではないことに同意した。12 名の審議会メンバー全員がこの決定に賛成した。 

 12 名の審議会メンバー全員が、審議会が適用されるデュー・プロセスの手順に準拠しており、IFRS
第 9 号、IAS 第 39 号、IFRS 第 7 号、IFRS 第 4 号及び IFRS 第 16 号の修正の書面投票のプロセスを開
始するための十分な協議及び分析を実施したと納得したことを確認した。 

 IFRS第 9 号、IAS第 39 号、IFRS第 7 号、IFRS第 4 号及び IFRS第 16 号の修正の公表に反対票を投
じる意向を示した審議会メンバーはいなかった。 

今後のステップ 

 審議会は最終的な修正を 2020 年 8 月に公表する予定である。 

 

開示に関する取組み ― 会計方針（アジェンダ・ペーパー20） 

審議会は 2020 年 7月 22 日に会合し、次のことについて議論した。 

 IAS 第１号「財務諸表の表示」及び IFRS 実務記述書第 2 号「重要性の判断の行使」の修正の経
過措置及び発効日 ― アジェンダ・ペーパー20A 

 会計方針と会計上の見積り（IAS第 8号の修正）のプロジェクトから生じる IAS第 8号「会計方
針、会計上の見積りの変更及び誤謬」の修正の発効日 

 デュー・プロセスの手順並びに IAS 第１号及び IFRS実務記述書第 2 号の修正についての書面投
票プロセスの開始の許可― アジェンダ・ペーパー20B 

経過措置及び発効日（アジェンダ・ペーパー20A） 

 審議会は、修正の適用開始の期間において当該期間に係る重要性がある会計方針情報の開示を企業に
要求することを暫定的に決定した。審議会は、IAS 第 1 号の第 38 項が、比較情報は当期の財務諸表の
理解への目的適合性がある場合にのみ要求されると定めていることに留意した。 

 12 名の審議会メンバー全員がこの決定に賛成した。 

 審議会は、企業に対し IAS 第 1 号の修正を 2023 年１月 1 日以後開始する事業年度に適用することを
要求し、早期適用を認めることを暫定的に決定した。 

 12 名の審議会メンバー全員がこの決定に賛成した。 

審議会は、会計方針と会計上の見積りのプロジェクトから生じる IAS 第 8 号の修正の発効日を 2023
年１月 1 日以後開始する事業年度に変更し、早期適用を認めることを暫定的に決定した。 

 12 名の審議会メンバー全員がこの決定に賛成した。 

デュー・プロセスの手順及び書面投票プロセスの開始の許可（アジェンダ・ペーパー20B） 

  12 名の審議会メンバー全員が、審議会が適用されるデュー・プロセスの要求事項に準拠してきた
と納得したことを確認した。 

 1名の審議会メンバーが、IAS第１号及び IFRS実務記述書第 2号の修正の公表に反対票を投じる可能
性があるとの考えを示した。 

今後のステップ 

 審議会は IAS第１号及び IFRS実務記述書第 2号の修正を 2020年第４四半期に公表する予定である。 

 

IFRSタクソノミ（口頭でのアップデート） 



審議会は 2020 年 7月 22 日に会合し、下記について口頭でのアップデートを受けた。 

a. IFRS 第 16 号「リース」を修正する「Covid-19 に関連した賃料減免」についての IFRSタクソノ
ミ・アップデートを開発するために行ったデュー・プロセスの手順 

b. IFRSタクソノミ・アップデート案に対するフィードバック 

c. アップデートを最終確定するにあたっての今後の手順 

審議会は何も決定を求められなかった。 

今後のステップ 

審議会は、IFRS タクソノミ 2020 タクソノミ・アップデート 1「Covid-19 に関連した賃料減免」を
2020年 8 月に公表する予定である。 

 

維持管理及び一貫した適用（アジェンダ・ペーパー12から 12B） 
審議会は 2020 年 7 月 22 日に会合し、IFRS 基準の維持管理及び一貫した適用に関する２つのトピッ

クについて議論した。 

交換可能性の欠如（アジェンダ・ペーパー12A） 

審議会は、IAS 第 21 号「外国為替レート変動の影響」の修正案の経過措置及び早期適用について議
論した。審議会は、デュー・プロセス（書面投票の開始の許可を含む）についても議論した。 

IAS 第 21 号の修正案は、(a) 交換可能性（したがって、交換可能性の欠如も）を定義し、(b) ある通
貨の交換可能性が欠如している場合に直物為替レートを企業がどのように決定するのかを定めることに
なる。 

経過措置 

IFRS基準をすでに適用している企業 

 審議会は、適用がある場合には、企業はこの修正を当該修正を最初に適用する事業年度の期首（適用
開始日）から将来に向かって適用し、比較情報を修正再表示しないと提案することを暫定的に決定し
た。企業は次のようにすることとなる。 

a. 外貨建取引を機能通貨で報告する企業は、 

i. 適用開始日における外貨建の貨幣性項目及び外貨での公正価値で測定する非貨幣性項目
を、同日現在で見積った直物為替レートで換算する。 

ii. 修正の適用開始の影響を期首の利益剰余金に認識する。 

b. 機能通貨以外の表示通貨を使用する（又は在外営業活動体を換算する）企業は、 

i. 適用開始日におけるすべての資産及び負債を、同日現在で見積った直物為替レートで換算
する。 

ii. 企業の機能通貨が超インフレである場合には、適用開始日における資本項目を、同日現在
で見積った直物為替レートで換算する。 

iii. 修正の適用開始の影響を、換算差額の累計額の修正として資本に認識する。 

初度適用企業 

 審議会は次のことを暫定的に決定した。 

a. 初度適用企業に対して、IAS第 21 号の修正案の具体的な免除を設けない。 



b. IFRS第 1 号「国際財務報告基準の初度適用」の D27 項(b)の文言を、修正案における交換可能性
の欠如の定義及び記述に合わせる。 

早期適用 

 審議会は、企業が修正案を発効日よりも早く適用することを認めることを暫定的に決定した。 

 12 名の審議会メンバー全員がこれらの決定に賛成した。 

デュー・プロセス 

 審議会は、IAS 第 21 号の修正案の公開草案について 120 日以上のコメント期間を与えることを暫定
的に決定した。12 名の審議会メンバー全員がこの決定に賛成した。 

 12 名の審議会メンバー全員が、審議会が適用されるデュー・プロセスの手順に準拠しており、公開
草案の書面投票のプロセスを開始するための十分な協議及び分析を実施したと納得したことを確認し
た。 

 公開草案における提案に反対票を投じる意向を示した審議会メンバーはいなかった。 

今後のステップ 

 審議会は公開草案をそのうちに公表する予定である。 

IFRICアップデート（アジェンダ・ペーパー12B） 

 審議会は、IFRS解釈指針委員会の 2020年 6 月の会議についてのアップデートを受けた。この会議の
詳細は、2020年 6 月の IFRIC Updateで公表された。 

 審議会は何も決定を求められなかった。 

  

採掘活動（アジェンダ・ペーパー19） 

審議会は 2020 年 7 月 22 日に会合し、リサーチ活動からの発見事項について議論した。今後の会議
で、IFRS 第 6 号「鉱物資源の探査及び評価」を置き換えるか又は修正すべきかどうかを審議会が決定
するのに役立てるためである。 

探査及び調査の支出に対しての IAS 第 16 号又は IAS 第 38 号の適用（アジェンダ・ペーパー19A） 

 審議会は、IFRS 第 6 号の範囲に含まれる活動について、当該基準がないとした場合に、IAS 第 16 号
「有形固定資産」及び IAS 第 38 号「無形資産」を適用することによって企業がどのように会計処理す
ることになるのかに関するリサーチの発見事項を検討した。 

 審議会は何も決定を求められなかった。 

学術文献レビュー（アジェンダ・ペーパー19B） 

 審議会は、IFRS 第 6 号に関連性のある文献のレビューの後に、採掘活動についての学術的証拠を検
討した。 

 審議会は何も決定を求められなかった。 

今後のステップ 

審議会は採掘活動に関してのリサーチの発見事項について引き続き議論し、理解をさらに深めるため
に教育セッションを開催する。 

 

経営者による説明（アジェンダ・ペーパー15） 

https://www.ifrs.org/news-and-events/updates/ifric-updates/june-2020/


審議会は 2020年 7月 23日に会合し、経営者による説明における財務的資源（アジェンダ・ペーパー
15A）並びに業績、状態及び進展（アジェンダ・ペーパー15B から 15D）の報告について議論した。 

財務的資源（アジェンダ・ペーパー15A） 

審議会は、経営者による説明における財務的資源の獲得及び配分に関する情報の提供に関して、改訂
後の IFRS 実務記述書第 1 号「経営者による説明」（実務記述書）に含めるべき補強的ガイダンスにつ
いて議論した。審議会は何も決定を求められなかった。 

進展（アジェンダ・ペーパー15B） 

審議会は、企業の事業モデル、戦略、資源及び関係、リスク並びに外部環境についての開示目的は、
それらの内容領域において識別された主要事項の管理における進展に関する情報を提供することを経営
者に要求すべきであると暫定的に決定した。12 名の審議会メンバー全員がこの決定に賛成した。 

業績及び状態（アジェンダ・ペーパー15C） 

審議会は、業績及び状態についての開示目的において次の旨を定めることを暫定的に決定した。 

a. 経営者による説明は、投資者及び債権者が企業の業績及び状態を理解するのに役立てるための情
報を提供すべきである。 

b. 投資者及び債権者は、企業の業績及び状態に関する情報を、次のことを評価するために使用す
る。 

i. 企業の業績及び状態の主要なドライバー 

ii. 財務諸表において報告される企業の業績及び状態が、企業が将来において価値を創造しキ
ャッシュ・フローを生み出す能力を示している程度 

iii. 財務諸表において報告される企業の業績及び状態は、従前の予想と比較してどうなの日か 

c. 企業の業績及び状態に関する情報は、業績及び状態の主要な側面に焦点を当て、次のことをカバ
ーすべきである。 

i. 業績及び状態の主要な側面はどのようなものか、また、経営者はそれらの主要な側面をど
のようにモニタリングしているか 

ii. 当報告期間の企業の業績に影響を与えたもの又は将来（長期にわたってを含む）において
業績に影響を与える可能性のあるものは何か 

iii. 当報告期間末の企業の状態に影響を与えたもの又は将来（長期にわたってを含む）におい
て状態に影響を与える可能性のあるものは何か 

iv. 財務諸表において報告される企業の業績及び状態は、従前の予想と比較してどうなのか 

 12名の審議会メンバーのうち 9名がこの決定に賛成した。さらに、審議会は、業績及び状態について
の開示目的、又はそれを補強するガイダンスは、企業の業績及び状態についての議論の出発点は企業の
財務諸表に含まれた金額とすべきであると説明すべきである旨を強調した。 

 審議会は、業績及び状態の主要な側面は、企業が価値を創造しキャッシュ・フローを生み出す能力を
反映し、かつ、企業の経営者がモニタリングしている諸側面であると定めることも暫定的に決定した。
12 名の審議会メンバー全員がこの決定に賛成した。 

 審議会は、業績及び状態についての開示目的を補強するための考え得るガイダンスについても議論し
た。審議会は何も決定を求められなかった。 

経営者の測定値及び指標（アジェンダ・ペーパー15D） 

審議会は、改訂後の実務記述書に含まれる可能性のある下記に関する補強的ガイダンスについて議論
した。 



 

a. 経営者による説明において議論する必要がある経営者の測定値及び指標 

b. それらの測定値及び指標に関して経営者による説明において提供する必要がある情報 

審議会は何も決定を求められなかった。 

今後のステップ 

審議会は、プロジェクトの日程が改訂され、改訂実務記述書の公開草案の公表予定日が 2021 年２月
であることに留意した。 

今後の会議で、審議会は次のことを行う予定である。 

a. 実務記述書の位置付け及び経営者による説明の承認について議論する。 

b. 議論されている補強的ガイダンスが、審議会の利害関係者にとって特に関心のあるトピック（例
えば、環境、社会及びガバナンスの事項、並びに無形の資源及び関係）を十分かつ適切にカバー
しているかどうかについて検討する。 

c. 公開草案の書面投票プロセスを開始すべきかどうかを決定する。 
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